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講義の内容

• インターネット

• ブログとメールマガジン

• Ｗｅｂ 2.0

• 集合知の可能性
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インターネット

多くのコンピュータが繋がるネットワーク

• 1969年にアメリカで開発された ARPA net が発展

• 大学・研究所 → プロバイダ・一般利用者

• 世界中のコンピュータがインターネットに接続
（パソコン・携帯電話・情報家電）

• ネットワークのネットワーク
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サービス

インターネット上で提供される機能のこと

インターネット

Ｗｅｂ

Ｗｅｂサイト ブログ

メール

メールマガジン
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メールマガジン

登録者にメールで記事を配信するサービス

– 発行主体は企業から個人まで

– 内容は、さまざま

– 最近はHTML形式にも対応

– 小泉内閣メールマガジン
最大で227万件の登録
（2001～2006年）
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ブログ

手軽に作成できる個人の日記型Ｗｅｂサイト

– Ｗｅｂ上の記録（log）→Weblog→blog

– テンプレートの利用

– コメント・トラックバック

– アクセス数が増えると...

• 知名度アップ

• 商業利用

• 社会的影響力
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ブログ利用の拡大

ブログの利用が急激に拡大している
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ブログ検索

• Ｗｅｂページと同様に記事の検索が可能

• ping の利用により、リアルタイムな記事検索

• 商品の評判→マーケティング

• 主なブログ検索

– テクノラティ

– Yahoo! Japan, Google など検索エンジン
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検索エンジン

検索エンジンのしくみ

データベース

キーワード

検索結果

検索
結果

利用者

登録クローラ
ロボット

情報収集

制作者
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ＳＮＳ

招待制のコミュニティ型Ｗｅｂサイト

• 実在する友人関係をネット上に再現する

– 「友達の友達は、また友達である」

• 実名性が高い （cf.匿名性）

• Social Networking Service

• 代表的なサービス

– mixi ＝ 利用者1000万人超

– GREE
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Web 2.0

• Web 1.0 からのパラダイムシフト

• 利用者の集合知を利用する

– Wikipedia

– amazon

– はてな
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得票数はブログ記事数に比例？
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株式会社テクノラティジャパンの発表資料 （2007年4月12日） による
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調査概要

• 石原・浅野・吉田各氏の得票数

– 2007年 4月 8日投票結果

• ブログの記事数

– 2007年 3月22日～ 4月 7日で
本文に候補者の氏名が含まれるブログ記事

– 記事の内容 （好意的・敵意的） は問わない
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候補者に対する注目度がブログの記事に反映される
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得票数とブログ記事数

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

石
原
慎
太
郎

浅
野
史
郎

吉
田
万
三

黒
川
紀
章

ド
ク
タ
ー
・中
松

桜
金
造

内
川
久
美
子

外
山
恒
一

高
橋
み
つ
る

お
が
み
お
さ
む

山
口
節
生

高
島
龍
峰

佐
々
木
崇
徳

鞠
子
公
一
郎

得票数

記事数

安芸高校出張講義2007年 7月10日 14/18



予測市場

株式市場の原理を使って社会現象を予測する

• 選挙の結果やアカデミー賞の受賞者など

• 2004年アメリカ大統領選の結果を的中

– ブッシュ候補の予測得票率：５２．０±１．７％

– 実際の得票率： ５１．５％

安芸高校出張講義2007年 7月10日 15/18



はてなの取り組み

• 総選挙はてな

• 2005年総選挙 （郵政解散） で
「株式会社はてな」 が選挙予測を試みた

• 公職選挙法違反の疑いで断念する
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まとめ

• ブログなど個人のメディアが普及した

• 個人が世界に向けて情報を発信できる

• 発信された情報を分析して何かに役立てる

• 集合知の活用には無限の可能性がある
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